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照
しょう

明
め い

とカメラで，さあ奉
ほう

仕
し

!

アントネラとマリアナは毎
まい

週
しゅう

教
きょう

会
かい

に行
い

くのが大
だい

好
す

きでし
た。しかし，今

いま

は新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

のパンデ
ミックのせいで教

きょう

会
かい

に行
い

くことができなくなりました。オン
ラインで初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスはありましたが，これまでとは何
なに

か
がちがいました。

アントネラとマリアナは初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に直
ちょく

接
せつ

行
い

くことができなく
なったことをさびしく思

おも

いました。二
ふた

人
り

の家
か

族
ぞく

は，1 年
ねん

前
まえ

にチ
リからカナダに引

ひ

っこしてきましたが，パンデミックがあったた
めになかなか新

あたら

しい友
とも

達
だち

を作
つく

れずにいました。ほかの子
こ

供
ども

たち
と一

いっ

緒
しょ

に聖
せい

文
ぶん

の物
もの

語
がたり

を学
まな

ぶことができなくなってしまったこと
や，チリにいたときと同

おな

じようにスペイン語
ご

のレッスンを受
う

けら
れなくなってしまったことをさびしく感

かん

じていました。
ある日

ひ

，自
じ

宅
たく

で教
きょう

会
かい

を開
ひら

いた後
あと

，アントネラとマリアナは，「わ
たしにしたがってきなさい」の学

がく

習
しゅう

に役
やく

立
だ

つものをオンライン
でさがしました。
「スペイン語

ご

のビデオがもっとたくさんあれば良
よ

いのに」とア
ントネラが言

い

いました。彼
かの

女
じょ

はしばらく考
かんが

え，すばらしいことを
思
おも

いつきました。「毎
まい

週
しゅう

，『わたしにしたがってきなさい』のビ
デオを自

じ

分
ぶん

たちで作
つく

ることができるわ。」
「そうだ，スペイン語

ご

で作
つく

れるわね」とマリアナも言
い

いました。
「それから，ほかの子

こ

供
ども

たちとも共
きょう

有
ゆう

できる！」
ママとパパが手

て

伝
つだ

ってもいいと言
い

ってくれました。家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

が乗
の

り気
き

です。
まず，家

か

族
ぞく

でその週
しゅう

のレッスンから聖
せい

文
ぶん

を読
よ

み，二
ふた

人
り

が何
なに

を話
はな

すのか計
けい

画
かく

して，それからビデオを作
つく

り始
はじ

めました。アントネ
ラとマリアナは交

こう

代
たい

でモルモン書
しょ

の物
もの

語
がたり

について話
はな

しながら，
おたがいのビデオをとりました。それぞれのビデオの最

さい

後
ご

に，
一
ひと

人
り

がレッスンから学
まな

んだことを分
わ

かち合
あ

います。それから，
ママとパパがオンラインでビデオを投

とう

稿
こう

できるよう助
たす

けてくれ

サンドラ・エドワーズ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

家
いえ

にいても，かれらは奉
ほう

仕
し

することを 
やめませんでした。
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ました。
二
ふた

人
り

は初
はじ

め，何
なに

を言
い

ったらよいのか分
わ

からないこともありま
した。しかし，聖

せい

文
ぶん

を読
よ

み，レッスンについてさらに学
まな

ぶことが
助
たす

けとなりました。
ある日

にち

曜
よう

日
び

，アントネラとマリアナは初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスのため
にパソコンの前

まえ

にすわりました。今
こん

週
しゅう

のレッスンは，モルモン書
しょ

に出
で

て来
く

るわかい兵
へい

士
し

たちについてでした。「わかい兵
へい

士
し

たち
はなぜ戦

たたか

いに行
い

ったのでしょうか？」と教
きょう

師
し

がたずねました。
マリアナはマイクのミュートを外

はず

して，「分
わ

かります！」と言
い

い
ました。彼

かの

女
じょ

とアントネラは丁
ちょう

度
ど

先
せん

週
しゅう

，その話
はなし

に関
かん

するビデオ
を作

つく

ったところでした。「お父
とう

さんたちが戦
たたか

わないと神
かみ

様
さま

に約
やく

束
そく

したから，子
こ

供
ども

たちが代
か

わりに行
い

きました。」
アントネラがうなずきました。「そしてお母

かあ

さんたちが，信
しん

仰
こう

があれば神
かみ

様
さま

が守
まも

ってくださると教
おし

えてくれたのよね。」彼
かの

女
じょ

は
マリアナに笑

え

顔
がお

で言
い

いました。一
いっ

緒
しょ

に聖
せい

文
ぶん

を学
まな

ぶのは楽
たの

しいこ
とでした。
その日

ひ

の夕
ゆう

食
しょく

でママが，「初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

はどうだった？」とたずね
ました。
「よかったわ！」とアントネラ。「ビデオを作

つく

ることで，聖
せい

文
ぶん

に
ついてもっと勉

べん

強
きょう

することができるようになったの。」
「わたしもよ」とマリアナは言

い

いました。「初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で質
しつ

問
もん

に
たくさん答

こた

えることができたの。聖
せい

文
ぶん

の物
もの

語
がたり

がよく分
わ

かるよう
になったわ。」
「ビデオが助

たす

けになったとはうれしいな」とパパが言
い

いまし
た。「きっとほかのたくさんの人

ひと

の助
たす

けにもなったんじゃない
かな。」
「そのとおりよ」とママは言

い

いました。「学
まな

んだことや福
ふく

音
いん

に
ついて感

かん

じていることを分
わ

かち合
あ

うというのは，すばらしい奉
ほう

仕
し

よ。」
マリアナはにっこりしました。「こんなふうに奉

ほう

仕
し

できること
がうれしい」とマリアナは言

い

います。それからマリアナはアン
トネラの方

ほう

を向
む

きました。「来
らい

週
しゅう

のビデオのじゅんびを始
はじ

めよ
う！」●
このお話

はなし

は，カナダでの出
で

来
き

事
ごと

です。
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年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ


